
令和４年4月２７日（水）
国土交通省 関東地方整備局
甲 府 河 川 国 道 事 務 所

記 者 発 表 資 料

問い合わせ先

発表記者クラブ

山梨県政記者クラブ、静岡県政記者会、神奈川建設記者会、竹芝記者クラブ

甲府河川国道事務所では、「国民の安全・安心の確保」、「社会経済活動の確実な回復
と経済好循環の加速・拡大」、「豊かで活力ある地方創りと分散型の国作り」に向け、令和
４年度は、河川：約１０億円、道路：約５８億円、合計：約６８億円（維持管理費、調査費等
を除く）の事業費をもって、河川・道路事業を実施します。

国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所
住所：山梨県甲府市緑が丘1丁目１０－１ 電話：０５５－２５２－５４９１（代表）

：河川副所長 阿部昌幸（あべ まさゆき）

：道路副所長[改築] 本住武司（もとずみ たけし）

：道路副所長[管理] 藏園和人（くらぞの かずと）

【主な河川事業】

■富士川河川改修事業

・浸水被害の解消、大規模災害時の迅速な復旧活動のため、富士川で、『切石・手打沢地区築堤』

や『木島地区河川防災ステーション』 等の整備を推進します。

■富士川河川環境整備事業

・水辺に更なる賑わいを創出し、川とまちが一体となった魅力的なまちづくりに向け、

笛吹川で、『市川三郷地区水辺環境整備』等の整備を推進します。

■富士川流域治水プロジェクト
・激甚化・頻発化する豪雨災害に対し、富士川流域全体であらゆる関係者が協働して取り

組む治水対策「流域治水」を推進していきます。

令和４年度 甲府河川国道事務所の事業概要

【主な道路事業】

■改築事業

・『新山梨環状道路 北部区間』は、桜井地区において用地買収に着手します。

・『上石田改良』は、富竹地区において工事に着手します。

・『新笹子トンネル改修』は、トンネル工事に着手します。

・『新屋拡幅』は、 （仮称）道の駅富士吉田交差点から富士見バイパス南交差点間の工事に着手しま

す。

■交通安全事業
・『四方津地区歩道整備』は、四方津駅前からコモアブリッジ間の工事に着手します。

・『道の駅富士川』において、第二駐車場整備に新規着手します。

■道路調査

・『中部横断自動車道（長坂～八千穂）』の事業化に向けて、都市計画、環境アセスメントを進めるた

めの調査等を実施します。
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甲府河川国道事務所の概要

ふ え ふ き が わふ じ か わ か ま な し が わ

当事務所は、災害に強く、誰もが安心して暮らすことができる活力と魅力に満ちた

国土づくりを目指し、河川事業及び道路事業を実施しています。

■河川事業

富士川、釜無川及び笛吹川等の計約122㎞の維持管理、浸水被害解消のための

築堤護岸等の整備や河川防災ステーションの整備、環境整備等を行っています。

■道路事業

国道20号、52号、138号、139号、中部横断自動車道の５路線、計約270㎞の維持

管理、新設・改築、防災対策、交通安全対策等を行っています。

路線
出張所

国道
20号

国道
52号

国道
138号

国道
139号

中部横断
自動車道

計

大月
出張所

29.5
（3.2）

19.6
（6.4）

49.1
（9.6）

大和
国道

出張所
31.1 31.1

甲府
出張所

42.9
20.1

（0.5）
63.0

（0.5）

峡南国道
出張所

52.6 28.4 81.0

富士吉田
国道

出張所
14.2 32.0 46.2

計
103.5
（3.2）

72.7
（0.5）

14.2
51.6

（6.4）
28.4

270.4
（10.1）

（単位：km）（2022年4月23日時点）

※（）書きはバイパス管理区間延長（内書き）

●出張所別路線別管理区間延長

管理区間長（総延長122.1km）
富士川(85.0m)
・早川(3．0m)
・笛吹川(28．0m)

五割川(0.1km)、蛭沢川(0.3km)、
濁川(0.4km)、日川(1．0m)、重川(1.5km)

・御勅使川(1.8km)
・塩川(1.9m)

■富士川上流出張所 管理区間
(富士川 富士橋～武田橋 23．0m)
(笛吹川 合流点～JR身延線鉄橋 5.5km)
(御勅使川 合流点～御勅使川橋 1.8km)
(塩川 合流点～塩川橋 1．0m)

■笛吹川出張所 管理区間
(笛吹川 JR身延線鉄橋～岩手橋 22．5m)
(日川 合流点～日川橋 1.0km)
(重川 合流点～重川橋 1.5km)
(濁川 合流点～0.4m)
(蛭沢川 合流点～0.3km)
(五割川 合流点～0.1km)

■富士川中流出張所 管理区間
(富士川 静岡・山梨県境～富士橋 44．0m)
(早川 合流点～早川橋 3.0km)

■富士川下流出張所 管理区間
(河口～静岡・山梨県境 18．0m)
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直轄管理区間

直轄管理区間

凡 例
河川改修費
総合水系環境整備事業費
直轄管理区間（延⻑︓約１２２ｋｍ）
県境

富士川町

市

主要事業位置図（河川）

富士川 木島地区河川防災ステーション

富士川 切⽯・⼿打沢地区築堤 笛吹川 高田地区水辺環境整備

富士川 富士市五貫島地区水辺環境整備

笛吹川 一宮町田中地区護岸整備

釜無川 栄地区護岸整備

笛吹川
笛吹⽯和地区水辺環境整備

笛吹川
⼭梨市万⼒公園地区水辺環境整備
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事業費（河川）

事業費

・富士川　切石・手打沢地区築堤

・富士川　木島地区河川防災ステーション　

・釜無川　栄地区護岸整備

・笛吹川　一宮町田中地区護岸整備

・富士川　五貫島地区水辺環境整備

・笛吹川　高田地区水辺環境整備

・笛吹川　笛吹石和地区水辺環境整備

・笛吹川　山梨市万力公園地区水辺環境整備

合計 1,015

※上記のほか、河川維持修繕費、諸経費等がある。

令和４年度　甲府河川国道事務所　事業費（河川）

（単位：百万円）

事業名

河川改修費 900

総合水系
環境整備事業費

115
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手打沢地区

HWL

洗掘対策
断面図

築堤

航空写真

築堤護岸 L=170m

身延町

【事業の概要】

身延町切石・手打沢地区は、身延町役場があり、災害時には町の中枢機能として
重要な箇所ですが、昭和３４洪水、昭和５７洪水では堤防が無い、或いは低い箇所
の為、浸水被害が発生しました。

このため、築堤護岸整備を実施し、浸水被害の解消を図ります。

み のぶちょう きりいし て うち ざわ

富士川 河川改修事業（切石・手打沢地区築堤）
【山梨県】直轄

ふ じ かわ

【令和４年度の予定】

【事業の効果】

無堤防地区の築堤護岸等を整備し、戦後最大降雨（昭和５７年洪水）による浸水
被害の解消が期待されます。

きり いし て うち ざわ ちく てい

位置図

⼭梨県⾝延町
切⽯・手打沢地先

切石・手打沢地区の築堤護岸整備を実施します。
て うち ざわきりいし

凡例

：令和３年度まで

：令和４年度

：残事業
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【令和４年度の予定】

【事業の概要】

富士川下流部は人口、資産が集中する加島平野を抱えるとともに、東名高速道路や東
海道新幹線等の東西日本を結ぶ大動脈が存在するため、ひとたび氾濫すれば甚大な被
害が生じる恐れがあります。また、当地区は南海トラフ巨大地震による被害も懸念されて
います。
このため、氾濫時や大規模災害時において、迅速な復旧活動を行うための、河川防災

ステーションを整備します。

【事業の効果】

河川防災ステーションを整備することにより、大規模災害時において、迅速な復旧活動
の拠点となります。

富士川 河川改修事業 （木島地区河川防災ステーション）
【静岡県】直轄

ふ じ かわ き じま

ふ じ かわ か じま

資材備蓄ヤードの基盤盛土を実施します。
平常時 災害時

ヘリポート
体育館

水防センター・避難所
水防活動場所

平常時 災害時

水防活動ヤード
災害時においては、水防センターや一時避
難場所として活用され、また、ヘリポートなど
水防活動の拠点となります。

災害時においては、被災箇所の迅速かつ円滑
な復旧活動を⾏うための資機材提供を⾏う拠
点となります。

資材備蓄ヤード

富士川スマートＩＣ
（富士川ＳＡ）

水防活動ヤード

資材備蓄ヤード
（基盤盛土）

富士市

富士市

航空写真

●

静岡県富士市
木島地先

位置図
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釜
無
川

韮崎市

韮崎市

航空写真

洗掘対策 L=160m

韮崎市立病院

北巨摩合同庁舎

韮崎消防署

峡北南部衛生センター

富士川水系における流域治水の一環として、釜無川（韮崎市栄町地区）において洗
掘対策等を実施し、早期に安全性の向上を図ります。

ふ じ かわ ふ じ かわ

洗掘対策のため護岸を整備することで堤防の強化が期待されます。

富士川 河川改修事業 （栄地区護岸整備）
【山梨県】直轄

ふ じ かわ さかえ

【令和４年度の予定】

洗掘対策のため護岸整備を実施します。

【事業の概要】

【事業の効果】

⼭梨県韮崎市栄地先

位置図

にら さき し さかえ

凡例

：令和３年度まで

：令和４年度
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笛
吹
川

笛吹市

笛吹市 洗掘対策 L=140m

⼭梨リハビリ
テーション病院

笛
吹
川

笛吹市

笛吹市

笛吹橋

洗掘対策 L=140m

航空写真

⼭梨リハビリ
テーション病院

富士川水系における流域治水の一環として、笛吹川（笛吹市一宮町田中地区）にお
いて洗掘対策等を実施し、早期に安全性の向上を図ります。

ふ じ かわ ふ じ かわ

洗掘対策のため護岸を整備することで堤防の強化が期待されます。

富士川 河川改修事業 （一宮町田中地区護岸整備）
【山梨県】直轄

【令和４年度の予定】

洗掘対策のため護岸整備を実施します。

【事業の概要】

いちのみやちょうたなか

【事業の効果】

ふ じ かわ

位置図

⼭梨県笛吹市
一宮町田中地先

凡例

：令和４年度
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富士川総合水系環境整備事業 （五貫島地区水辺環境整備）

位 置 図

事業箇所

富
士
川

【事業の効果】

【五貫島地区】

富
士
川
緑
地
公
園

坂路改良

富
士
川

坂路改良を実施します。

【令和４年度の予定】

【事業の概要】

坂路改良（拡幅）
富士川

富士市五貫島地区には、大規模総合運動公園である富士川緑地公園があり、市が

富士山に続く観光資源の創出を図るため、富士川緑地公園の再整備を実施しており、

スポーツの全国大会開催が可能となる様に施設のレイアウト変更や機能向上を図っ

ています。

この市の取り組みに合わせ、河川を利用する上での安全・安心に係る河川管理用

施設を整備し、魅力ある施設と連携した賑わいのある水辺空間を創出します。

ふ じ かわ ご かん じま

市による富士川緑地公園の再整備に合わせ、大型バスの通行可能なアクセス道
路を整備し、災害時における災害対策車両の動線確保を行うことで、更なる良好
な河川空間が形成され地域の活性化を図るとともに、災害時における防災機能の
向上を図ります。

ふ じ し ご かん じま
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富士川総合水系環境整備事業 （高田地区水辺環境整備）

【事業の概要】

位 置 図

笛吹市

事業箇所
富
士
川

【令和４年度の予定】

【事業の効果】

【市川三郷町地区】

管理用通路

笛吹川

市川三郷町では、令和元年度にかわまちづくり計画を登録し、水辺のレクリエー
ション利用の促進、花火等の地域産業活性化に取り組んでいます。

このため、治水上や河川を利用する上での安全・安心に係る河川管理用施設を整
備し、市川三郷町のまちづくりと一体となった賑わいのある水辺空間を創出します。

ふ じ かわ たか だ

管理用通路の整備を実施します。

背後地から河川内へのアクセスを容易にする河川管理用通路（坂路）や、花火大
会や各種イベント時にも利用可能な階段護岸等を整備することで、市川三郷町が掲
げる「花火で観光まちづくり」のテーマと連携し、水辺空間の創出、地域活性化を図る
とともに、治水上の機能や河川巡視等における河川管理上の機能の向上を図ります。

いち かわ み さと

航空写真
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【令和４年度の予定】

【事業の効果】

モニタリングを実施します。

笛吹市の「かわまちづくり」と連携して親水護岸の整備を実施し、河川空間の利用促
進により地域活性化に寄与します。

位置図位 置 図

笛吹市

笛吹⽯和地区

富
士
川

富士川総合水系環境整備事業 （笛吹石和地区水辺環境整備）
ふ じ かわ ふえ ふき いさわ

【山梨県】直轄

【事業の概要】

現在、笛吹川の石和地区の下流においては、サイクリング、散策等の日常的な利
用や、川中島合戦戦国絵巻、花火大会、体験型鵜匠等のイベントなど、様々な河
川利用がなされています。

笛吹市における「笛吹市ミズベリング構想」では、笛吹川の石和地区、石和温泉
街等の周辺地域も含めて一体的に整備を行うことにより、市民の憩いの場、観光
資源として更に魅力的なまちづくりを目指しています。

本事業では、堤防強化と併せて、「笛吹市ミズベリング構想」を踏まえ、「笛吹市
かわまちづくり」計画に基づき、河川利用上の安全安心を確保した上で水辺の活用
を行うことができるよう親水護岸を整備し、河川空間の利用促進による地域活性化
を図ります。

Ｒ２年度に親水護岸整備が完了し、Ｒ４年度は利用状況等のモニタリングを実施
します。

ふえ ふき がわ い さわ

かわなかじま

ふえふき

階段護岸（整備済箇所の利用状況）

笛吹市役所

⽯和温泉街

親水護岸等
整備

航空写真 凡 例
︓R2年度施⼯済
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【令和４年度の予定】

【事業の効果】

【事業の概要】

山梨市万力公園地区は、市が万力公園・万葉の森と隣接する笛吹川一帯を整備す

ることで、賑わい・活力の創出、都市機能の充実、都市住民が自然と共存し憩える場

となるような取り組みを行っています。また、当該地区には笛吹川沿いに隣接する医

療施設があるため、既設のウォーキングコースと連携した河川管理用通路や、千鳥が

生息可能な河川の整備を行い、水辺の癒し空間の創出に取り組みます。

【万力公園地区水辺整備整備イメージ】
:整備箇所坂路

レキ河原再生

富士川総合水系環境整備事業 （山梨市万力公園地区水辺環境整備）
ふ じ かわ や ま な し し まんりき こ うえん

管理用通路等の設計を実施します。

国が河川管理用通路と坂路の整備、市がウォーキングコースの拡張とベンチ、遊歩道
の整備を実施することで、まちの魅力向上を図るとともに、河川巡視等における河川管
理上の機能の向上を図ります。

また、国によるレキ河原再生のための河川整備により、より良好な河川環境を形成しま
す。

やまなし し まんりき こうえん

位 置 図

事業箇所

富
士
川

【イメージ図】
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堤防除草 河川巡視

堤防点検 河川管理施設の点検

【事業の概要】

富士川は長野・山梨・静岡の３県にまたがる流域面積が3,990km2 、幹線流路延長

が１２８kmの一級河川で、そのうち甲府河川国道事務所で管理する延長は、富士川、

釜無川及び笛吹川等合わせて約１２２kmです。

沿川住民が安心して生活でき、多くの人々から親しまれる河川とするために堤防、

護岸、河川構造物等の河川管理施設の維持・管理や堤防除草、河川巡視や定期的

な点検等を実施しています。また、 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化

対策」にのっとり、防災・減災、国土強靱化を強力に推進するため、流域治水対策とし

て樹木伐採、河道整正を行います。

【令和４年度の予定】

○日常管理

・堤防、護岸や排水機場等の河川管理施設の点検を行います。点検により、変状

が確認された際には、補修等を行います。

・堤防の状態を点検・把握するために堤防除草を実施します。

・川の機能が正常に保たれているか、また堤防や樋管などに変状がないかなど、

管内の河川巡視を実施します。

河川維持管理（１）

かま なし がわ ふえ ふき がわ

ふ じ かわ

ふ じ かわ
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河川維持管理（２）

○河川の機能を維持するための工事

・洪水時の安全な流れの阻害となったり、河川の状況把握に支障となる河川内に

繁茂した樹木の伐採を行います。

○コスト縮減への取り組み

・伐採した樹木については、一般へ無料配布

を行うことにより処分費にかかる経費の縮

減を行っています。

・平成２７年度から、更なる経費の縮減を行

うため、公募による樹木の伐採を行ってお

り、今年度も継続して実施していきます。

河道内に著しく繁茂した樹木により、洪水
時に水が流れにくくなります。また、河川
の状況の把握が出来なくなります。

樹木伐採により、洪水を安全に流下させ
ます。また、河川の状況の把握が容易に
出来ます。

樹木伐採

令和元年台風19号の出水の影響により

河岸侵食が発生。（韮崎市下絛東割地先）

○緊急時の対応

・洪水や地震が発生した場合は、堤防、護岸、樋門や排水機場など河川管理施設の状

況を巡視し、異常等が確認された場合は迅速に対応します。

被災後、緊急対応として根固めブロックの
設置を実施。

にらさきししもじょうひがしわり

（令和３年度無料配布の状況）
（山梨県南アルプス市東南湖地先）

（令和３年度実施箇所）

（中央市今福新田地先）
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『二線堤・霞堤の保全・整備 等』

2.被害対象を減少させるための対策

（3）浸水範囲の限定・氾濫水の制御

①二線堤の整備や自然堤防の保全

流域治水プロジェクト

■対策事例 【富士川水系流域治水プロジェクト：甲府河川国道事務所】

富士川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている組織
甲府河川国道事務所、甲斐市

上流側で破堤した氾濫水を、本川に戻す機能である。特に、氾濫
原の地形勾配が急で本川からの逆流が少ない、急流河川におい
て効果的である。急流河川である釜無川の霞堤は、この氾濫戻し
機能が顕著である。

本川の洪水を逆流させて一時的に貯留する、い

わゆる自然遊水地における洪水調節機能である。
特に、氾濫原の地形勾配が緩く本川からの逆流が
可能な、緩流河川において効果的である。

内水や支川の洪水を、本川に戻す機能であ
る。本川からの逆流が少ない地域において、樋
管がなくても内水排除ができる。

二線堤・霞堤の保全・整備

甲斐市竜王（信玄堤）

霞堤の機能
について

富士川流域に現存する歴史的治水施設（二線堤・霞堤）について、保全と整備を図るととも
に、現在期待出来る効果や、施設周辺の土地利用状況などの把握を行い、施設の効果を
生かすための課題に取り組む。

※別紙「各対策のバーチャート」における分類
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流域治水プロジェクト
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主要事業位置図（道路）

道路管理延⻑
管理路線 延⻑

20号 104
52号 72
138号 14
139号 52

中部横断自動車道 28
合計 270

(単位:km)
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事業費（道路）

令和４年度　甲府河川国道事務所　事業費（道路）

（単位：百万円）

事業費

改築事業 4,075

国道２０号 新山梨環状道路 北部区間 1,210

国道２０号 新笹子トンネル改修 250

国道２０号 大月バイパス 210

国道５２号 上石田改良 300

国道１３８号 新屋拡幅 505

国道１３９号 都留バイパス 100

中部横断自動車道（富沢～六郷） 1,500

交通安全事業 621

国道２０号　　 四方津地区歩道整備 180
国道２０号 初狩地区歩道整備 39
国道２０号 一ツ谷交差点改良 174
国道２０号 広瀬交差点改良 60
国道２０号 三社神社入口交差点改良 28
国道５２号 万沢地区歩道整備 22
国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備 51
国道１３８号 明神前歩道整備 19

 国道１３９号　 上暮地歩道整備 48

489

597

合　計 5,782

※上記のほか、交通安全事業(Ⅱ種)、道路維持管理費、調査費等がある。

国道１３９号　富士北麓電線共同溝
国道１３９号　富士北麓（２）電線共同溝
国道１３９号　本栖精進電線共同溝
国道１３９号　鳴沢電線共同溝

電線共同溝事業

事　業　名

国道２０号　　甲斐電線共同溝
国道２０号　　甲府電線共同溝
国道２０号　　甲府住吉電線共同溝
国道２０号　　甲府国母電線共同溝
国道２０号　　甲府徳行電線共同溝

甲府圏域地域

富士北麓地域
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【事業の概要】

新山梨環状道路 北部区間は、甲府中心市街地から半径およそ５ｋｍから７ｋｍの

位置に計画された環状道路の一部を形成する延長１７ｋｍの国道２０号のバイパス事

業です。

しん やま なし こう ふ

こう ふ

こう ふ にら さき

ひろ せ さくら い

うし く う つ や

【事業の効果】

甲府中心市街地の通過交通の排除や流入交通の分散により、国道２０号や国道

１４０号、主要地方道甲府韮崎線など甲府圏域内の幹線道路の朝夕の慢性的な

交通渋滞の緩和や交通事故の減少が期待されます。

国道２０号 新山梨環状道路 北部区間
し ん や ま な し ほく ぶ

ほく ぶ

こう ふ

こう ふ にら さき

改築事業

こう ふ

令和４年度事業費：１２．１０億円

（仮称）広瀬ＩＣから（仮称）桜井ＩＣ間について、引き続き、

調査設計を推進し、桜井地区の用地買収に着手する予定で

す。

また、（仮称）牛句ＩＣから（仮称）宇津谷交差点間についても、

引き続き、調査設計を推進します。

【令和４年度の予定】
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国道２０号 新笹子トンネル改修

【事業の概要】

し ん さ さ ご

国道２０号新笹子トンネル改修は、老朽化が著しく、また断面不足により背高コンテナ

の通行に支障をきたしている、山梨県大月市笹子町黒野田から甲州市大和町初鹿野の

新笹子トンネルと、甲州市大和町初鹿野地先の観音トンネルの改修を行う事業です。

現在の新笹子トンネルについては、隣接地に新トンネルを整備し、観音トンネルについ

ては、別線で橋梁を新設する計画としています。

しん ささ ご

お お つ き さ さ ご まち く ろ の だ こ う し ゅ う や ま と ちょう

大月市

笛吹市

勝沼ＩＣ

至 甲府

甲州市

国道20号 トンネル新設

（新笹子トンネル）

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田

お
お
つ
き

さ
さ
ご
ま
ち

く
ろ

の

だ

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は
じ
か
の

延長 3.3km

しん ささ ご

は じ か の

凡 例

事業中

【事業の効果】

新笹子トンネル改修が完成することにより、通過交通の安全を確保することができます。

背高コンテナ等の大型車の通行も可能になることから、広域物流支援につながること
が期待されます。

○

○

国道20号 橋梁新設

（観音トンネル）

延長 0.3km

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は
じ
か
の

か ん の ん

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は
じ
か
の

至 東京

【新笹子トンネルの改修計画断面】

か ん の ん

し ん さ さ ご

改築事業

しん ささ ご こ う し ゅ う や ま と ちょう は じ か の

しん ささ ご か ん の ん

【新笹子トンネルの交通状況】
令和４年３月撮影

至 甲府

至 東京

【令和４年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収を推進し、笹子地区の

トンネル工事に着手します。

令和４年度事業費：２．５０億円
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国道２０号 大月バイパス

引き続き、調査設計、改良工事を実施します。

おおつき

【令和４年度の予定】

国道２０号大月バイパスは、大月市内の市街地

の混雑緩和と交通安全の確保を目的とした、大月

市駒橋から同市大月町花咲までの延長３．２ｋｍの

バイパス事業です。

大月市駒橋から大月市大月二丁目（国道１３９

号）間の延長１．７ｋｍが平成２２年度までに、

大月市大月二丁目（国道１３９号）から大月市大月

町花咲（中央自動車道・大月IC）間の延長１．５ｋｍ

が令和４年４月２３日に開通し、

これにより、大月バイパスは全線開通しました。

おおつきまち

【事業の効果】

大月市中心部の交通渋滞の緩和、通学路などの交通量減少による安全性の向

上などの効果が期待されます。

世界遺産の富士山周辺の観光地へのアクセス性の向上が期待されます。

○

○

至

東
京

至

長
野

延長１．５㎞ 開通済 延長１．７㎞

国道20号 大月バイパス 延長３．２㎞

お
お
つ
き

こ
ま
は
し

大
月
市
駒
橋

お
お

つ
き

お
お
つ
き
ま
ち
は
な
さ
き

大
月
市
大
月
町
花
咲

お
お
つ
き

大
月
二
丁
目

凡 例

開通済

大月橋東詰交差点

令和４年４月２３日開通

おおつき

平成23年2月開通

おおつき

【事業の概要】

大月バイパス終点部付近
（八王子方面を望む）

令和4年4月撮影

はなさき

おおつき おおつき

こ まは し

こ まは し

改築事業
令和４年度事業費：２．１０億円

おおつき おおつき おおつき

平成18年7月開通

おおつき おおつき おおつき おおつき

はなさき
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国道５２号 上石田改良

【事業の概要】

かみ い し だ

国道５２号上石田改良は、甲府市富竹一丁目から

甲府市寿町に至る延長１．０ｋｍの道路拡幅事業です。

平成２６年４月２１日には、甲府市上石田一丁目から

甲府市寿町間の延長０．７５ｋｍの４車線化が完了して

います。

貢川交番前交差点 交通状況 令和元年4月撮影

こ う ふ とみたけ

国道52号 上石田改良 延長１．０ｋｍ

延長０．２５㎞
事業中

至

甲
斐
市

至

甲
府
市
役
所

こ
う

ふ

と
み
た
け

甲
府
市
富
竹
一
丁
目

こ
う
ふ

こ
と
ぶ
き
ち
ょ
う

甲
府
市
寿
町

こ
う

ふ

か
み
い
し
だ

甲
府
市
上
石
田
一
丁
目

凡 例

事業中

かみ いし だ

開通済

かみ いし だ

ことぶきちょう

かみいし だ

【事業の効果】

甲府市街地の交通渋滞の緩和、歩道設置等による歩行者の交通安全確保など

が期待されます。

貢川交番南
交差点

寿交番前
交差点

荒川橋東詰
交差点

貢川橋
西詰

交差点

上石田
一丁目
交差点

貢川交番前
交差点

貢川
交差点

前田橋南
交差点

延長０．７５㎞
H26.4.21  ４車線化済

こう ふ

こ う ふ

改築事業

かみ いし だ こう ふ とみたけ
至 甲府市役所

至 甲斐市

こ う ふ

こ う ふ

ことぶきちょうこ う ふ

く がわ

【令和４年度の予定】

令和４年度事業費：３．００億円

甲府市上石田一丁目から甲府市富竹一丁目に至る

延長０．２５ｋｍにおいて、引き続き、調査設計、用地買

収を推進し、富竹地区改良工事に着手します。
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国道１３８号新屋拡幅は、富士吉田市上吉田七丁目

から富士吉田市上吉田堰林に至る延長２．６ｋｍの道

路拡幅事業です。

令和３年１１月２日に（仮称）道の駅富士吉田交差点の改

良が完成しています。

国道１３８号 新屋拡幅

【事業の概要】

あ ら や

【令和４年度の予定】

令和４年度事業費：５．０５億円

引き続き、用地買収、（仮称）道の駅富士吉田交差点から

富士見バイパス南交差点間の工事に着手します。

2.6
㎞

国
道

号

新
屋
拡
幅

延
長

138

①

①

凡 例

事業中

至 富士河口湖町

至 御殿場市

あら や ふ じ よし だ

あ
ら

や

富士吉田市上吉田七丁目
ふ じ よし だ かみよしだ

かみよしだせきばやしふ じ よし だ

富士吉田市上吉田堰林

【浅間神社前付近の交通状況】
令和４年３月撮影

【事業の効果】

富士吉田市街地の交通渋滞の緩和、歩道整備による歩行者の交通安全確保及

び災害時の避難路確保などが期待されます。

かみ よし だ

せき ばやし

先
行
整
備
区
間

延
長

0.9
km

先行整備箇所
あら や

(新屋交差点)

先行整備箇所
かみじゅく

(上宿交差点)

富士山ミュージアム

富士吉田忍野ｽﾏｰﾄIC

ふ じ よし だ

改築事業

ふ じ よし だ かみ よし だ

ふ じ み みなみ

富士見バイパス南
交差点

ふ じ み こう えん まえ

富士見公園前
交差点

②
（仮称）道の駅

至 富士河口湖町

至 御殿場市

②
【（仮称）道の駅富士吉田前交差点の工事状況】

令和４年３月撮影
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国道１３９号 都留バイパス

【事業の概要】

つ る

【令和４年度の予定】

国道１３９号都留バイパスは、都留市十日市場から都留

市田野倉に至る延長８．０ｋｍのバイパス事業です。

平成２２年度までに、主要地方道都留道志線から

主要地方道四日市場上野原線までの延長５．６ｋｍが開通

しています。

都留市十日市場から都留市上谷六丁目、都留市井倉

から都留市田野倉の一部区間において調査設計を推進

します。

つ る どう し

よ っ か い ち ば

令和４年度事業費：１．００億円

つ る

つ る と お か い ち ば

う え の は ら

た の くら

と お か い ち ば

【事業の効果】

都留バイパスの整備により交通の転換が図られ、国道１３９号（現道）の混雑緩和、

交通事故の減少が期待されます。

つ る

田原地区の歩車分離完成
令和３年４月撮影

改築事業

つ る い ぐら

つ る つ る

つ

る

至 富士吉田市至 大月市

つ る た の くら

つ る かみ や
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中部横断自動車道は、静岡県静岡市を起点とし、山梨県

甲斐市を経由し長野県小諸市に至る延長約１３０ｋｍの

高速自動車国道です。

山梨県区間の富沢ＩＣから六郷ＩＣの２８．３ｋｍについては、

平成１７年度より直轄高速事業として着手し、事業を進め

ています。そのうち、下部温泉早川ＩＣから六郷ＩＣ間８．４ｋｍ

は平成３１年３月１０日、富沢ＩＣから南部ＩＣ間６．７ｋｍは

令和元年１１月１７日、南部ＩＣから下部温泉早川ＩＣ間

１３．２ｋｍは令和３年８月２９日に開通しました。

これにより、富沢ＩＣから六郷ＩＣ間は全線開通しました。

引き続き、調査設計、改良工事を実施します。

【令和４年度の予定】

とみざわ ろくごう

なんぶ しも べ おん せん はや かわ

中部横断自動車道（富沢～六郷）

【事業の概要】
しずおか

かい こもろ

とみざわ ろく ごう

令和４年度事業費：１５．００億円

ちゅうぶ

【事業の効果】

○東海地震等による広域的な災害時の救急・救援ルートとして機能します。

○地域間をつなぐ高速道路ネットワークの形成が図られ、広域的な物流体系や観光

周遊ルートの形成などにより、地域を支える産業・雇用等の創出に寄与します。

身延町

早川町

南部町

JR身延線

（仮）富沢IC

（仮）南部IC

（仮）身延IC
（仮）六郷IC

 300 

富士川

 52 

 

早川
（主）南アルプス公園線

（主）富士川身延線

中部横断自動車道（富沢～六郷） 延長２８．３ｋｍ

至

新
東
名

み
な
み

こ
ま

ぐ
ん

な
ん

ぶ

ち
ょ
う

南
巨
摩
郡
南
部
町

に
し

や
つ
し
ろ
ぐ
ん

い
ち
か
わ

み

さ
と
ち
ょ
う

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町

身延山ＩＣ
中富ＩＣ

ちゅう ぶ おう だん じ どう しゃ どう ろく ごう

令和3年8月29日開通

凡 例

開通済(直轄区間)

改築事業

とう かい

身延山ＩＣ付近

至

中
央
道

下部温泉早川ＩＣ

平成31年3月10日開通
令和元年11月17日

開通

南部ＩＣ

六郷ＩＣ

市川三郷町

ちゅうぶ とみざわ ろくごうおうだん

おうだん

ろく ごうしも べ おん せん はや かわ

とみ ざわ なん ぶ

延長８．４km延長６．７km 延長１３．２km

みのぶさん

ＪＲ 身延線

開通済(ＮＥＸＣＯ区間)

令和３年１２月撮影

至 中央道

至 新東名
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道２０号の上野原市四方津地区のJR四方津駅前に位置し、近傍に

は、上野原市立西小学校が立地し、上野原市バリアフリー基本構想で重点整備地区

に位置づけられている区間です。また、通学路に指定されているが、歩道が未整備で

あり、歩行者の安全性が確保されていない状況です。このため、

延長０．３ｋｍの歩道新設を行い、歩行者が安全・安心に通行

できる歩行空間の確保を行うものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収及び四方津駅前からコモアブ

リッジ間について工事着手します。

国道２０号 四方津地区歩道整備

四方津地区
歩道整備

【事業の効果】

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者等

の安全・安心の向上が期待されます。

令和４年度事業費：１．８０億円

し お つ

至 甲府

至 東京

うえ の はら し お つ

6.8m

用地境界
用地境界

交通安全事業

歩道未整備状況
［2015年3月撮影］

現況 計画

至

甲
府

既設歩道既設歩道

ＪＲ四方津駅

コモアしおつ入口交差点

歩道整備延長L≒0.3ｋｍ

至

東
京

事業箇所（歩道整備）

コモアブリッジ
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道２０号の大月市初狩地区に位置し、家屋が連担している地域であ

るが、歩道が未整備であり、歩行者の安全性が確保されていない状況です。

本事業は、延長０．２ｋｍにおいて、歩道の新設や

拡幅を行い、歩行者が安全・安心に通行できる

歩行空間の確保を行うとともに、本線の線形改良を

行うものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収を推進します。

国道２０号 初狩地区歩道整備

【事業の効果】

当該区間に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・ 安心の向上が期待

されます。

令和４年度事業費：０．３９億円

はつ かり

おおつき はつかり

初狩地区
歩道整備

歩道未整備状況

現 況 計 画

交通安全事業

［2014年3月撮影］

至 甲府

至 東京

事業箇所（歩道整備）

唐沢橋

既設歩道

既設歩道

至

東
京

至

甲
府

歩道整備延長L≒０.２ｋｍ

歩道整備延長L≒０.２ｋｍ

←

唐
沢
川

市
道
神
戸
中
線

市
道
神
戸
下
線
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道２０号韮崎市一ツ谷地先に位置し、国道２０号から国道１４１号韮崎
ＩＣ方面へ右左折する車両が多く、直進車両の進行を阻害している交差点であり、車両
の滞留による追突事故が多発しています。

本事業は、左折路の新設及び右折レーンの延伸を実施し、車両の渋滞の緩和を行
い、追突事故の低減を図るものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道２０号 一ツ谷交差点改良

【事業の効果】

令和４年度事業費：１．７４億円

ひと つ や

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上

が期待されます。

調査設計、用地買収及び工事に着手します。

にら さき ひと つ や

交通安全事業

一ツ谷交差点改良

交通島

一ツ谷交差点

歩道

至

北
杜

危
険

危
険

滞留による追突事故

右折車両が来ると
左折しにくい

左折車両が続くと

直進が阻害され渋
滞の原因になる

至

甲
府

至 韮崎市街地

［令和４年３月撮影］

至 甲府

至 北杜

にら さき
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

広瀬交差点改良

当該箇所は、国道２０号笛吹市石和町広瀬地先に位置し、国道２０号と市道富士見通
りが斜めに交差しており、右左折時の視認性が悪く横断する自転車との接触事故が多
発しています。また、斜め交差の影響で本線の停止線間が大きく、停止線付近での追突
事故が発生している状況です。

本事業は、横断歩道や停止線の位置を前出しし、交差点のコンパクト化、視認性の向
上を図る他、路面表示による走行車両への注意喚起や、右折時の走行軌跡の改善を行
うものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道２０号 広瀬交差点改良

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．６０億円

ひろ せ

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上が

期待されます。

工事を推進します。

ふえ ふき いさ わ ひろ せ

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

ふ じ み

至

大
月

交通島

交通島

至

甲
府

危
険

危
険

斜め交差の為、前方の車両で視認
性が悪く、直進車と右折車の事故

右折直後に歩行
者・自転車と事故

危
険

国道と市道が鋭
角に交差する。

広瀬交差点

至 甲府

至 大月
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道２０号甲斐市竜王地先に位置し、国道２０号と甲斐市道２路線が近
接する交差点で、市道から国道下り線への合流は、国道が上り勾配で、かつ北側交差
点は鋭角で交差しており、追突事故が多発しています。

本事業は、交差点の集約化、右折レーンの延伸を実施し、事故対策を図るものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道２０号 三社神社入口交差点改良

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．２８億円

さん じゃ じん じゃ いり ぐち

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上が

期待されます。

調査設計、用地買収を推進します。

か い りゅう おう

交通安全事業

三社神社入口
交差点改良

［令和４年３月撮影］

至

甲
府

至

北
杜

危
険

直進車両と右折車両の
事故。

危
険

危
険

前方の車両が前進したと思い、右方
向を確認しながら前進したら、前方
にまだ車両が停車しており追突。

国道へ出た直後、上り坂
で速度がのらず、後続車
両が追突。

5％の上り勾配

か い

② 至 北杜

至 甲府

① 至 北杜

至 甲府
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

万沢地区歩道整備

当該箇所は、国道５２号南巨摩郡南部町万沢地区に位置し、前後は歩道が整備され
ている区間ですが、歩道が未整備であり、大型車両が通過する真横を歩行者が通行す
るなど危険な状況です。また近年は登山を行う目的で、当該箇所を利用する歩行者が
増加傾向となっています。

本事業は、歩道を新設することにより、安全で安心な歩行空間を確保するものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道５２号 万沢地区歩道整備

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．２２億円

まんざわ

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・安心の向上が

期待されます。

調査設計、用地買収を推進します。

みなみ こ ま ぐん なん ぶ まん ざわ

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

至 静岡

至 甲府

至

静
岡

事業箇所

（歩道整備）

0.1ｋｍ
至

甲
府

既設歩道既設歩道
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

南都留郡山中湖村の山中湖畔には、湖畔を一周するサイクリングロードの中で、未整

備となっている区間があり、自転車利用者及び歩行者が国道を通行する自動車と併走

しており、安全が確保されていない状況です。このため、延長２．０ｋｍの自転車歩行者

道の新設を行い、自転車利用者及び歩行者が安全・安心に通行できる歩行及び通行空

間の確保を行うものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．５１億円

や ま な か こ

当該区間の自転車歩行者道の整備により、歩行者、自転車の安全性向上が期待さ

れます。

山中湖を一周するサイクリングロードが完成し、周遊観光のネットワークが形成され

ます。

引き続き、調査設計、工事を推進します。

②交通状況（未整備区間）

やま なか こみなみ つ る

交通安全事業

至：富士吉田市

至：御殿場市

山中湖

［2018年4月撮影］

○

○

凡 例
：自転車歩行者道整備済（国）
：自転車歩行者道整備中（国）
：自転車道整備済（山梨県）

①

②

①整備済み区間

至：富士吉田市

至：御殿場市

［2021年10月撮影］

山中湖

山中湖自転車
歩行者道整備
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道１３８号南都留郡山中湖村山中に位置し、周辺には山中湖があるこ
とから観光シーズンには多くの観光客が訪れる地区です。国道１３８号下り線について
は、前後区間の歩道は整備されていますが、当該箇所には歩道が設置されておらず、
観光客が車道を歩いているなど危険な状況です。

本事業は、歩道を新設することにより、安全で安心な歩行空間を確保するものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道１３８号 明神前歩道整備

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．１９億円

みょう じん まえ

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・安心の向上が

期待されます。

調査設計、用地買収を推進します。

みなみ つ る ぐん やま なか こ やま なか

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

明神前交差点

山中湖

既設歩道

←事業箇所（歩道整備）→

延長L≒0.5ｋｍ

至

御
殿
場

至

富
士
吉
田

明神前歩道整備

やま なか
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

当該箇所は、国道１３９号富士吉田市上暮地地区の歩道未設置区間ですが、大型車
両やバスの通行が多い状況となっています。また、平成１６年～平成１９年事故発生状
況によると追突事故が２５件、人対車両事故が１件発生しており、平成２０年には自転車
利用者の死亡事故が発生しています。

本事業は、歩行者及び自転車の安全性を確保するため、歩道整備を行うものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

国道１３９号 上暮地歩道整備

【事業の効果】

令和４年度事業費：０．４８億円

かみ くれ ち

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者等の安全・安心の向上が

期待されます。

調査設計、用地買収及び工事を推進します。

ふ じ よし だ かみ くれ ち

交通安全事業

上暮地歩道整備

至 大月

至 静岡

現況：歩道無し＋狭隘
延長：1.1km 計画：歩道設置(幅員1.0m)

富士
小学校

ＧＳ

至

静
岡 至

大
月

市道富士小学校東線

上暮地郵
便局

市道寿町本町通り線

町道池の頭線市道寿町東1号線

139

市
道
寿
町
中
央
通
り
１
号
線

上
暮
地
歩
道
橋

市
道
寿
町
中
央
通
り
2
号
線

上暮地

整備済
整備済 整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

現況：歩道無し＋狭隘
延長：1.1km 計画：歩道設置(幅員1.0m)

整備済
整備済
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

道の駅「富士川」

当該箇所の道の駅「富士川」は、南巨摩郡富士川町青柳地内に位置し、増穂地区河
川防災ステーション、中部横断自動車道増穂パーキングエリアと一体的に整備された道
の駅で、国道５２号や中部横断自動車道から直接アクセス可能となっております。

現在、道の駅「富士川」は、中部横断自動車道（山梨－静岡間）の開通に伴う利用者
の増加や、「防災道の駅」の選定により、広域的な防災拠点としても更なる機能強化の
ニーズが高まっている状況です。そのため、駐車スペース増設及び連絡橋の整備を行
い、道の駅としての機能強化を図るものです。

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

道の駅「富士川」

【事業の効果】

ふ じ かわ

駐車スペース増設により、道の駅利用者の駐車時の混雑緩和と防災機能強化

が期待されます。

調査設計・工事を推進します。

みなみ こ ま ふ じ かわ あお やぎ

交通安全事業

［令和４年２月撮影］

ます ほ

至 静岡 至 甲府

道の駅富士川
第⼆駐⾞場予定地

一般国道52号

中部横断⾃動⾞道

令和４年度新規事業

←釜無川

道の駅富士川

連絡橋
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

山梨県の中枢都市である甲府市を中心に隣接する笛吹市・甲斐市・及び韮崎市の

国道２０・５２号において、市街地やその周辺地区の経済活動・防災対応の拠点とな

るエリアを無電柱化することにより、安全で快適な歩行空間の確保並びに震災時に

おける緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづ

くりを支援するものです。

令和４年度事業費：４．８９億円

【事業の概要】

【令和４年度の予定】

電線共同溝事業（甲府圏域エリア）

甲府圏域エリア

■電線共同溝の整備イメージ ■状況写真（甲斐電線共同溝)

こ う ふ

ふえふき

【事業の効果】

無電柱化事業

（国道２０・５２号）

道路沿いの電柱・電線類 ［令和３年３月撮影］

電線共同溝の整備により、道路の防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保、

良好な景観の形成等に寄与することが期待されます。

竜王

甲斐
延長2.6km

甲府住吉
延長3.4km

甲府国母
延長2.3km

甲府住吉
延長4.4km

甲府
延長2.8km

甲府・笛吹

四日市場

国道52号
丸の内
寿町
宝

上石田

箇所名 事業内容

国道 ２０ 号 甲府電線共同溝 本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道 ２０ 号 甲府住吉電線共同溝 調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道 ２０ 号 甲府国母電線共同溝 調査設計を推進

国道 ２０ 号 甲府徳行電線共同溝 調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道 ２０ 号 甲斐電線共同溝 本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

こうふ すみよし

こうふ とくぎょう

こうふ こくぼ

こうふ

至 ⻑野

至 東京

事業区間

■甲府圏域エリアの整備状況

かい

こうふ かい にらさき

事業区間（完成）

【凡 例】

韮崎

阿原町
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

箇所名 事業内容

国道１３９号 本栖精進電線共同溝 調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道１３９号 鳴沢電線共同溝 調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道１３９号 富士北麓（２）電線共同溝 本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進

国道１３９号 富士北麓電線共同溝 引込管等工事及び路面復旧工事を推進

令和４年度事業費：５．９７億円

【事業の概要】

国道１３９号、山梨県南都留郡河口湖町本栖（静岡県境）～

南都留郡鳴沢村～富士吉田市上吉田間において電線共同

溝を整備するもので、富士北麓地域の景観の向上及び、安全

で快適な歩行空間の確保並びに災害時における緊急輸送道

路の確保を図るものです。

電線共同溝事業（富士北麓エリア）
ふ じ ほく ろく

■状況写真

なるさわ

も と すかわぐちこ

か み よ し だ

富士山の眺望を阻害する電柱電線類
［令和３年１１月撮影］

【事業の効果】

電線共同溝の整備により、道路の防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保、

良好な景観の形成等に寄与することが期待されます。

ふ じ よ し だ

もとす しょうじ

なるさわ

み な み つ る

本栖精進
電線共同溝

鳴沢
電線共同溝

延長9.0km 延長6.0km

富士北麓(2)
電線共同溝

富士北麓
電線共同溝

延長7.1km 延長7.4km
令和４年度
完成予定

【凡 例】

事業区間

事業区間(R4年度完成予定)
至 御殿場

至 富士

無電柱化事業

（国道１３９号）

富士北麓圏域エリア

【令和４年度の予定】

■富士北麓圏域エリアの整備状況

ふじほくろく

ふじほくろく
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道路維持管理（日常の管理）

【日常管理】

一般交通に支障をきたさないよう道路を常時良好な状態に保ち、道路利用者などに

対して安全で円滑な交通を確保するために、道路巡回、道路清掃、除草、及び樹木

の剪定・伐採などの各作業を実施します。

また、除雪については、関係機関と連携しながら、必要に応じて災害対策基本法に

基づく指定区間の通行止めや車両移動等を行い、着実かつ効率的な除雪作業を実

施します。

道路巡回状況

除草作業状況

道路清掃作業状況

除雪作業状況

樹木剪定状況 緊急対応状況（落下物処理）

40/60



道路の老朽化対策（点検）

【事業の概要】

トンネル点検実施状況橋梁点検実施状況

防災点検（ブロック積）実施状況道路附属物点検実施状況

【令和４年度の予定】

■道路管理施設等の点検・診断

橋梁点検、トンネル点検、横断歩道橋点検、道路附属物点検、のり面工・土工

構造物点検、防災点検 等を実施します。

我が国社会資本の老朽化が進む中で、「国民の命を守る」観点から、社会資本の戦

略的な維持管理・更新を推進することが必要であり、甲府河川国道事務所管内にお

いても、道路施設の老朽化対策を進めているところです。

安全安心等を確保するため、点検→診断→措置→記録→（次の点検）のメンテナン

スサイクルを継続的に回していくことが重要です。

１）点検

・状態把握、損傷発見 など

２）診断

・状態や損傷の程度の評価、損傷による影響の判断、計画策定 など

３）措置

・補修補強、更新

４）記録
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山梨県における道路施設の老朽化対策【点検】の状況

【橋梁】

【トンネル】

【道路附属物】

（出典：道路メンテナンス年報 ２０２１年８月国土交通省道路局）

直近５年間（2016～2020年度）の点検における2020年度末時点での判定区分の割合
【全国（直轄）と山梨県内（直轄）の比較】
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■道路管理施設等の措置

１）橋梁補修

国道 ２０号 ： 大月橋、清水二之橋 他

道路の老朽化対策（修繕等措置）

おおつき

橋梁補修の事例（高欄補修、桁塗装）

しみずにのはし

対策前 対策後

43/60

２）横断歩道橋補修

国道 ５２号 ： 相生横断歩道橋

国道１３９号 ： 東桂小沼横断歩道橋 他

横断歩道橋の事例（階段部補修）

対策前 対策後

あいおい

ひがしかつら お ぬま



山梨県における道路施設の老朽化対策【修繕等措置】の状況

（出典：道路メンテナンス年報 ２０２１年８月国土交通省道路局）

【橋梁】

【トンネル】

【道路附属物】

直近５年間（2016～2020年度）の点検で早期に措置を講ずるべき状態（判定区分Ⅲ）

又は緊急に措置を講ずるべき状態（判定区分Ⅳ）と診断された各道路施設の修繕等の措
置に着手した割合及び完了した割合【全国（直轄）と山梨県内（直轄）の比較】
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～県内の道路管理者が連携して道路橋等の老朽化対策を進めています～

【事業の概要】

山梨県内の道路橋の約60％は、1950年代後半から1980年代前半にかけて建設され

おり、建設後50年を経過した橋梁が数多く存在しています。

こうした道路施設の老朽化に対応して、適切な維持管理を行っていくことを目的とし

て、点検基準の法定化、 国による修繕等代行制度の創設について、平成25年6月に

道路法が改正され、平成26年度から、すべての道路管理者に対して5年に1回の近接

目視点検を実施することが義務付けられました。

これを受けてメンテナンスサイクル（点検→診断→措置→記録）を回す仕組みとして、

県内のすべての道路管理者が参画する「山梨県道路メンテナンス会議」が平成26年5

月に設置されました。

道路メンテナンス会議

【令和４年度の予定】

山梨県内の道路施設を安心して利用できるように、県内のすべての道路管理者と協

力して、引き続き道路メンテナンスサイクルの実施に取り組みます。

自治体支援を目的とした、道路管理者としての点検技術力の向上を目的とする研修

や講習会を実施します。

【参考】令和３年度の主な取組

●令和３年度山梨県道路メンテナンス会議
第１回 Ｒ３．７．１５ 第２回 R３．１１．４

●令和３年度山梨県跨道橋連絡会議 Ｒ３．１１．４

山梨県道路メンテナンス会議
(コロナ禍によるオンライン開催）

新技術講習会 ～連続打音検査装置～
（コロナ禍によるオンライン開催）

●新技術講習会（点検支援技術の活用等） Ｒ４．１．１７
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道路の防災対策

山梨県上野原市四方津地先

【防災対策】場所打法枠工等

山梨県上野原市松留地先

【防災対策】吹付法枠工等

舗装修繕の事例（切削オーバーレイ）

施工前 施工後

舗装修繕

国道 ２０号（大月市猿橋地先）
さる はし

近年、気候変動の影響により気象災害が激甚化・頻発化し、大規模地震の発生も切

迫しております。また、高度成長期以降に集中的に整備された多くのインフラの老朽

化が見込まれることから、それらの維持管理・更新を確実に実施する必要があります。

こうした状況を踏まえ、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の施

策に基づき、道路事業においては、道路施設の老朽化対策や、道路の法面・盛土の

土砂災害防止対策や渡河部の橋梁や河川に隣接する道路構造物の流出対策などを

進めています。

法面防災

国道２０号 ： 上野原市四方津、上野原市松留
し お つ まつどめ



令和４年度の道路調査の見通しについて（ネットワーク）
「令和４年度関東地方整備局関係予算の概要について」山梨県該当部分を抜粋

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。

主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】

山梨県・長野県 中部横断自動車道 長坂～八千穂

○近年の激甚化する自然災害の状況を踏まえ、中央道軸の機能強化を検討するとともに、管内の
事前通行規制区間については、解消に向け課題の整理やデータ収集・分析などの基礎的な調査を
実施します。

○その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査
し、優先区間の検討や道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めます。

○さらに、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握す
るためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎的な
調査を実施します。

路
線
の
必
要
性
・
効
果
の
調
査

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

進
め
る
た
め
の
調
査

新
規
採
択
時
評
価

新
規
事
業
化

＜道路調査の流れ＞

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査
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中部横断自動車道（長坂～八千穂）【調査中】

○ 中部横断自動車道の長坂～八千穂間については、令和元年８月に山梨県及び長野県が環
境影響評価方法書の公告・縦覧を実施。

○ 令和４年度は、都市計画及び環境影響評価の手続きに必要となる詳細ルートの検討や環境
調査を実施中。

【環境影響評価・都市計画手続きの流れ】

現時点

環境影響評価の手続き

調査・予測・
評価等の実施

都市計画決定の手続き
地域の皆様等からのご意見

対
応
方
針
の
決
定
等

事
業
着
手

都市計画
の決定

都市計画
審議会

都市計画
の案

ルートの
原案

配慮書 方法書 準備書 評価書
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【工事現場での取組】

甲府河川国道事務所が発注している工事現場において、各施工段階

で生産性向上に向けたＩＣＴ施工を実施しています。

従来の起工測量に比べ、詳細な３次元

地形データを一括で広範囲で取得でき、

測量時間の短縮や設計時に不足してい

た地形情報などの測量データも取得でき、

生産性の向上に寄与しています。

起工測量から完成図まで一括管理でき

ます。

３次元起工測量～完成図

ＵＡＶによる起工測量

ＩＣＴ建設機械を活用することで、丁張りの作業が不要となり、労働力の低減、

工期短縮が図られます。

また、掘削や法面整形の作業においては、設定した数値での土工が行われる

ため、手直しのための作業や測量の手間を省くことができます。

ＩＣＴ建設機械による施工

ＩＣＴ建設機械による掘削 ＩＣＴ建設機械による法面整形

インフラDX（河川事業）

起工測量

土工完了

完成図
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インフラDX（道路事業）

or

＋
３次元変換

出典︓FUJIFILM

重ね合わせ

画像
処理

３次元モデル
属性情報
(施工)

属性情報
(設計)

属性情報
(管理)

・部材情報
・規格

A1-P1径間 G2桁

３次元CIMモデル

UAV

・品質試験結果
・材料試験結果
・出来形成果表

等

中部横断道⻑⼾川橋３次元CIMモデル
（PC5径間連結ポステンコンポ橋）

支承P1L-3

・ 属性情報（設計）
・ 属性情報（施⼯）
・ 属性情報（管理）

・ 属性情報（設計）
・ 属性情報（施⼯）
・ 属性情報（管理）

剥落箇所

点群データによる変状確認 画像処理によるひび割れ検出

等

・点検結果

等

管理用３次元CIMモデルの作成イメージ ３次元CIMモデルへの点検結果の格納イメージ

３次元点検結果設計及び施⼯の属性情報格納した３次元モデルに
管理の属性情報を付与

【施工→管理の取組】 管理⽤３次元CIMモデルへの３次元点検結果の格納試⾏

【設計の取組】 ３次元CIMモデルの作成・活⽤

施工条件の確認（重機配置の検討）施工条件の確認（架設時の俯角確認）

排水管
上部構造検査路

下部構造検査路

排水管部も通⾏
可能なことを確認

維持管理性の確認（検査路の動線確認） 交差道路との建築限界確認配筋の干渉確認

台座鉄筋

梁の鉄筋

～建設生産・管理システム全体の生産性向上に向けて～
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地域防災の取り組み

【ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）】
TEC-FORCEは､大規模自然災害が発生､又は発生する

おそれがある場合に、地方公共団体等が行う災害応急対
策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施すること
を目的としたものです。

国土交通省､国土技術政策総合研究所､国土地理院､地
方整備局､気象庁に設置され､大規模自然災害が発生した
ときは､被災地にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し､被害状況の調
査､被害の拡大防止､早期復旧に関する地方公共団体の
支援を行います。

甲府河川国道事務所では、平成３０年２月の福井県豪雪
及び平成３０年７月中国・四国豪雨では、被災地にＴＥＣ－
ＦＯＲＣＥ隊員を派遣し支援を行いました。

【災害対策用機械】 甲府河川国道事務所に配備

甲府河川国道事務所には、以下の災害対策用機械が配備されています。
令和元年１０月の台風１９号では、排水ポンプ車等の派遣を行いました。

災害対策用機械は、地方公共団体の要請により貸付が可能です。年に１度の頻
度で、災害時対応職員及び甲府河川国道事務所災害協力協定会社と合同の操作
訓練を行っています。

照明車（２台） 対策本部車（１台） 待機支援車（１台）

衛星通信車（１台） 排水ポンプ車（４台）

被災状況調査(土砂崩落)

被災状況報告
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佐久小諸JCT

八千穂高原IC

長坂JCT（仮称）

双葉JCT

富沢IC

六郷IC

新清水JCT

清水JCT

上越JCT

下部温泉早川IC

南部IC

更埴JCT

福島県

新潟県

栃木県

群馬県

千葉県

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

山形県

清水港

横浜港

川崎港

東京港
千葉港

新潟港

長
野

自
動
車
道

新東名高速道路

北関東自動車道

中部横断自動車道の概要

広 域 図

（中央自動車道）

上
信
越
自
動
車
道

R3.8.29
開通

中
部
横
断
自
動
車
道

NEXCO管理

NEXCO管理

28.3km

都計
アセス推進

国管理

国管理

85.8km

46.1km

22.4km

25.3km

20.7km

13.2km

国際戦略港湾 国際拠点港湾
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中部横断自動車道（山梨～静岡）全線開通後の交通状況

平日

全
車

大
型
車

休日

全
車

大
型
車

A

無
料
区
間
（国
土
交
通
省
施
工
）

延
長

28.3
km

中
部
横
断
自
動
車
道
（新
清
水

～
双
葉

）

延
長

約

74
km

JCT

JCT

延
長

平
成
31
年

3
月
10
日
開
通

8.4
km

延
長

令
和
３
年

8
月
29
日
開
通

13.2
km

6.7
km

延
長

延
長

平
成
31
年
3
月
10
日
開
通

20.7
km

中央市

市川三郷町
富士川町

富士宮市

南部町

富沢IC

南部IC

身延山IC

中富IC

六郷IC

増穂IC

中
部
横
断
自
動
車
道

新清水JCT

新清水IC

有
料
区
間
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
施
工
）

延
長
20.7
km

有
料
区
間
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
施
工
）

延
長

25.3
km

令
和
元
年

11
月
17
日
開
通

静岡市

清水いはらIC

清水JCT

清水IC

新静岡IC

南アルプスIC

白根IC

双葉JCT

甲府昭和IC

甲府南IC

双葉SIC

笛吹八代SIC
南アルプス市

韮崎市
甲府市

昭和町

清水港

今
回
開
通
区
間

山梨県

静岡県

A’
下部温泉早川IC

身延町

富士川SIC

NEXCO中日本

凡例

国 土 交 通 省

中部横断自動車道

[R3.8.29開通区間]

国 土 交 通 省

高 速 道 路
国 道 5 2 号
国 道
そ の 他 道 路

中部横断自動車道
国 道 5 2 号

[交 通 量観 測 地点 ]

出典：国土交通省トラフィックカウンターデータ（速報値）

3年前：H30.9.18(火)～24(月・祝) 開通直前：R3.7.12(月)～18(日)
2年前：R1.9.17(火)～23(月・祝) 開通後：R3.9.13(月)～9.20（月・祝）
1年前：R2.9.14(月)～9.22(火・祝)

断面交通量の変化（A－A’断面）

19,200 
14,100 14,000 13,400 11,400 

6,000 5,600 5,700 8,700 

19,200 20,100 19,600 19,100 20,100 

0

10,000

20,000

30,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通後

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

中部横断自動車道（下部温泉早川IC～中富IC） 国道52号

5％増

27％減

※交通量については、トラフィックカウンターの計測値から有効
数字2桁（1万台以上は3桁）で丸めた値としています。

20,000 

11,800 14,200 11,500 9,300 

6,900 

10,000 

7,200 12,000 

20,000 18,700 

24,200 

18,700 
21,300 

0
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20,000
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400 370 
340 930 

2,300 
1,800 2,000 1,600 1,700 

0

2,500

5,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通後

（台/日）

○ 中部横断自動車道の下部温泉早川IC～中富ICの交通量は、約8,700台/日（平日）、約12,000
台/日（休日）。

○ 並行する国道52号の交通量は約２割減少。うち休日の大型車は約４割減少し、国道52
号から中部横断自動車道への転換が図られている。

○ 中部横断自動車道と国道52号を合計した断面交通量は、約１割増加 。

4,400 
3,300 3,400 3,100 

2,100 

830 730 920 
2,300 

4,400 
4,100 4,100 4,000 

4,400 

0

2,500

5,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通後

（台/日）

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

（台/日）

（台/日）

2％減

6％減

5％増

15％減

52％増

3％減

4％減1％減

2％増

6％減

25％減

13％減

10％増

33％減

155％増

1％減

7％減

26％増

2％増

横ばい

41％減

14％増

19％減

66％増

23％減

28％減

19％減

44％増

21％増

29％増
6％減

39％減 14％増

2％増

43％減

175％増

16％減

18％減

8％減

21％減
9％増

9％減
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・清水港までの輸送時間は

約160分※１

・通行支障箇所等により

走行性が悪い

○山梨の主要農産品であるモモ・ブドウ等の青果物の海外への輸出は、山梨県知事のトップ

セールスをはじめとした海外への山梨ブランドのアピールを積極的に取り組み、増加傾向。

○中部横断自動車道の整備により、山梨県から国際拠点港湾までの輸送時間が最大約80分

短縮。（【整備前】東京港・横浜港：約180分、清水港：約160分 ⇒ 【整備後】清水港：約100分）

○清水港では農水産物の輸出促進に向け、リーファーコンテナ電源供給設備等の整備を実施。

○中部横断自動車道の整備、清水港の取り組みの相乗効果により、海外輸出をさらに促進。

平成31年4月/於、中国

平成27年
シンガポール
インドネシア

平成28年
タイ、マレーシア
インドネシア

平成29年
台湾、ベトナム
インドネシア

平成30年
インドネシア
ベトナム
フィリピン

平成31年
中国

一般道（国道52号）利用の場合

清水港までの輸送時間は約100分※１

中部横断自動車道の整備により

・中央自動車道利用の場合、
東京港、横浜港までの

輸送時間は約180分※１

中央自動車道利用の場合

⼭梨県から清水港へのアクセス性向上により、
農産品等の海外輸出を促進

※2 内部を一定温度に保つ設備を持つコンテナ。冷凍・
冷蔵の必要がある⾷品や医薬品などの輸送に利用。

■リーファーコンテナ※2用の電源供給設備を増設
(H30.8)

山梨県から輸出港（国際拠点港湾）までの輸送ルート

■山梨県知事による海外でのトップセールス

※１:港への輸送時間と港における待機時間の合計
・輸送時間は、高速道路:80km/h、中部横断道:70km/h、一般道路:40km/hで算出
・待機時間は、東京都トラック協会海上コンテナ専門部会、神奈川県トラック協会海上コンテナ専門部会
（ともに平成27年12月）、清水港利用促進協会（平成27年10月）の調査結果

山梨県における青果物の海外輸出の取組 清水港における港湾施設整備の状況

中部横断自動車道（静岡～山梨間）のストック効果
～農産品の海外輸出支援～
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○中部横断自動車道の沿線では、高速道路への良好なアクセス性から、既に新た

な企業立地が進展。地域の雇用創出に貢献。

○山梨～静岡間の全線開通により、更なる企業立地の進展、それによる地域の雇

用創出、地域の産業振興への貢献が期待される。

出典：事業所企業統計調査（～H18）、経済センサス基礎調査・活動調査（H21～）より民営のみ集計
※ 沿線３自治体：南アルプス市、中央市、昭和町

100% 92%

（366,320人）

127%

（59,507人）

80%

100%

120%

140%

H3 H8 H11 H13 H16 H18 H21 H24 H26 H28

山梨県全体

増穂IC～南ｱﾙﾌﾟｽIC開通

南ｱﾙﾌﾟｽIC～白根IC開通

白根IC～双葉JCT開通

沿線３自治体※

進 出 企 業
（予定を含む）

凡例

開 通 区 間

高 速 道 路
国 道

中部横断自動車道
沿線３自治体※

双葉JCT

双葉SIC

甲府昭和IC

JCT

JCT

増穂IC

南アルプスIC

南アルプス市

富士川町

白根IC

身延町

至 北杜市

市川三郷町

中央市

至

大
月
市

富沢IC

南部IC

身延山IC

下部温泉早川IC

中富IC

六郷IC

南部町

平
成
31
年
3
月
10
日

開
通

令
和
3
年
8
月
29
日

開
通

令
和
元
年
11
月
17
日

開
通

清水港

清水JCT

新清水JCT

中
部
横
断
自
動
車
道
（双
葉

～

新
清
水

）

②洗口液工場
（令和3年操業開始）

①化粧品工場
（令和5年操業開始予定）

⑤合板工場
（令和元年操業開始）

⑥除菌水生成工場
（令和2年操業開始）

⑦物流センター
（令和3年開設）

⑧国際物流センター
（令和2年開設）

清水いはらIC

清水IC

④物流センター
（令和2年開設）

③物流センター
（令和4年開設予定）

開設時期 所在地 業種等

① 令和５年
操業開始予定

南アル
プス市 化粧品工場

② 令和３年
操業開始

南アル
プス市 洗口液工場

③ 令和４年
開設予定 中央市 物流センター

④ 令和２年
開設 中央市 物流センター

⑤ 令和元年
操業開始 身延町 合板工場

⑥ 令和２年
操業開始 身延町 除菌水

生成工場

⑦ 令和３年
開設 南部町 物流センター

⑧ 令和２年
開設 静岡市 国際物流

センター

中
部
横
断
自
動
車
道

■沿線３自治体＊の雇用者数の推移 （平成3年を100％）

山梨県

静岡県

昭和町

早川町

韮崎市

甲府市

静岡市

新清水IC

新静岡IC

⑧国際物流センター（令和2年開設）R3.6.19撮影

中部横断自動車道（静岡～山梨間）のストック効果
～沿線への新たな企業立地～
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○中部横断自動車道の全線開通により、富士山を囲む高規格道路ネットワークが形成。

○これにより、富士山を囲む新たな広域周遊観光ルートが形成され、首都圏・中京

圏からの国内観光や富士山静岡空港・清水港を玄関口としたインバウンド観光を

はじめとする山梨・静岡両県における観光の活性化が期待される。

六郷IC

南部IC

富沢IC

下部温泉早川IC

身延山IC

中富IC

増穂IC

南アルプスIC

白根IC

双葉JCT

清里高原

身延山久遠寺

昇仙峡

八ヶ岳

清水港

富士山静岡空港
（国際便）

清水港（国際クルーズ船）

新清水JCT

富士山

富士山静岡空港

中央自動車道

山梨県

静岡県

峡南

富士
北麓

甲府

東部

峡北

■広域周遊観光ルートのイメージ

東部

富士山周遊ルートの
イメージ

周遊ルートへの
アクセスイメージ

主な観光エリア

主な観光地

凡例

中
京
圏

首

都

圏

三保の松原

今回の開通では静岡側がぐっ
と近くなるため、浜松や愛
知・三重方面に加え、富士山
静岡空港をご利用のお客様な
ど、多くの地域から来ていた
だけることに期待しています。

■観光施設の声

出典：令和3年6月ヒアリング結果

「バイ・ふじのくに」とは…
富士の国やまなし、ふじのくに静岡の旬の農
畜水産物を互いに購入しあって相互に助け合
うとともに、ふじのくにの産品を協同で販売
促進し、ともに「ふじのくに」をさらに元気
にする取り組みです。 （出典：山梨県HP）

■山梨県と静岡県の連携

山梨・静岡両県知事によるキックオフイベント
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（隻）（万人）

旅客（国際） 旅客（国内） 寄港数（隻）
富士山静岡空港利用旅客数 清水港国際クルーズ船

■富士山静岡空港利用旅客数および
清水港国際クルーズ船寄港数の推移

出典： 暦年・年度別空港管理状況調書（国土交通省）
清水港客船誘致委員会提供資料

静岡

八ヶ岳

北杜市

昇仙峡

身延山久遠寺

三保の松原

中部横断自動車道（静岡～山梨間）のストック効果
～富士山を囲む広域周遊観光ルートの形成～
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中部横断自動車道のストック効果
＜太平洋・日本海２面活用＞

○ 中部横断自動車道の全線が完成することで、上信越自動車道を介して太平洋と日本

海の両方を結ぶ高速道路の南北軸が形成。

○ 太平洋側ゲートウェイ（清水港）から北米へ、日本海側ゲートウェイ（新潟港）から東
アジアさらにはユーラシア双方への内陸部からの輸出ルートが形成され、我が国の
国際競争力の強化に寄与。
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●水位流量観測所における観測流量値

【参考】令和元年東日本台風による山梨県への影響

山梨県内では、令和元年台風19号により、
・ 降り始め（10 日19 時）から12 日22 時までの総降水量は、最大562mm（南部町）を観測。
・ 清水端（富士川町）の富士川の流量は、最大4,502m3/sを観測し、戦後３番目の値を記録。

●降水の状況：アメダス総降水量分布図
（令和元年10月10日19時～12日22時）

出典：令和元年台風第19号に関する山梨県気象速報
（甲府地方気象台）

清水端水位流量観測所で4,502m3/ｓの
流量を観測し、戦後3番目の値を記録した。

清水端
水位流量観測所

1982 199120112019 （年）

（m3/s）

R元年
台風19号
4,502

■山梨県内の交通への影響（災害による通行止め）

・中央自動車道 １０月１２日～１０月１９日 通行止め（八王子JCT～大月IC）

・中部横断自動車道 １０月１２日～１０月１４日 通行止め（六郷IC～中富IC）

・国道２０号 １０月１２日～１１月２８日 通行止め（法雲寺橋）

・国道５２号 １０月１２日～１０月１７日 通行止め（古屋敷）

1959

S57年
台風10号
6,767 S34年

台風7号
5,712

■富士川等における洪水予報の発表
台風第19号の影響により避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求めるため、 気

象庁と共同して富士川において洪水予報 （氾濫警戒情報等）を発表。

予報区域 基準観測所 河川名 日時 内容

富士川
（釜無川を含む）

清水端 富士川

10月12日 14：20 氾濫注意情報発表

10月12日 20：10 氾濫警戒情報発表

10月13日 0：10 氾濫警戒情報解除発表

10月13日 5：20 氾濫注意情報解除発表

H23年
台風15号
4,025

H3年
台風18号
3,731
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No. 箇所 被災状況 復旧状況

① 国道20号法雲寺橋 橋脚沈下 R4.4.3復旧完了

② 国道52号古屋敷地先 法面崩落 R4.1.15法面復旧完了

③
中部横断自動車道
城山トンネル抗口付近

法面崩落 R4.1.31法面復旧完了

現在の復旧状況

被災状況

被災状況
（令和元年10月13日撮影）

法面復旧後の状況

（令和4年2月1日撮影）

【参考】令和元年東日本台風による被災箇所と復旧状況
（甲府河川国道事務所管内・道路）

被災状況

（令和4年1月19日撮影）

至 南部

至 韮崎

（令和4年3月11日撮影）

至 韮崎

至 南部

法面復旧後の状況

② 国道52号 古屋敷

① 国道20号 法雲寺橋

③ 中部横断自動車道 城山トンネル

至 八王子

至 甲府

新設橋

上流既設橋

(令和4年4月5日撮影)
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No. 箇所 被災状況 復旧状況

① 韮崎市下条東割地先 河岸侵食、護岸損傷 R3.3.31護岸整備完了

② 山梨県南アルプス市下高砂地先 河岸侵食 R3.3.31護岸整備完了

③ 山梨県南アルプス市藤田地先 河岸侵食、護岸損傷 R3.3.31護岸整備完了

④ 山梨市大野地先 河岸侵食 R3.3.31護岸整備完了

⑤ 笛吹市石和町下平井地先 河岸侵食 R3.3.31護岸整備完了

⑥ 静岡県富士市北松野地先 河岸侵食 R3.3.31護岸整備完了

⑦ 静岡県富士市松岡地先 河岸侵食 R3.3.31護岸整備完了

⑦富士市松岡

被災時

釜
無
川

釜無川

釜無川

釜無川

富士川
富士川 富士川

笛吹川

釜無川

笛吹川

笛吹川

復旧後
笛吹川

富士川

【参考】令和元年東日本台風による被災箇所と復旧状況
（甲府河川国道事務所管内・河川）

被災状況 復旧後の状況

⑥富士市北松野

被災状況 復旧後の状況

復旧後の状況

③南アルプス市藤田

被災状況

②南アルプス市下高砂

復旧後の状況

被災状況

①韮崎市下条東割

復旧後の状況

被災状況

④山梨市大野

⑤笛吹市下平井

被災状況

復旧後の状況

被災状況

復旧後の状況
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